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Machine-Readable Standards （MRS）とは
（機械可読規格）とは

2019

1

既に定義されている“機械可読XX”
●機械可読媒体（JIS X 0500 ⾃動認識及びデータ取得技術－⽤語）

操作者の⼈的介在なしに、ある媒体から処理システムにデータの
直接転送を可能にする特性を持つ⾃動データ取得媒体

これから推測すると、
●機械可読“規格“

操作者の⼈的介在なしに、ある“規格”から処理システムにデータの
直接転送を可能にする特性を持つ⾃動データ取得“規格“

このSAGで、定義も成果の⼀つになっている。



現在の規格の作り⽅と使われ⽅
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●各種形式のデータを、Word上に表現（⽂字、図など）
●ユーザーは、その⽂字・図の情報から、必要な形式に個別に変換して使⽤
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メンバー 23名
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• Anton Shalaev (Convenor, GOST R) 
• Kylie Rodier (Secretary, ISO CS) 
• Etienne Cailleau 、Vincent Verneyre (AFNOR) 
• Kenneth Swope (ANSI) 
• Ivan Salcedo (BSI, also representing IEC SG 12) 、Orville Johnson (BSJ) 
• Peter Rauh (DIN) 
• Mojdeh R. Tabari (ISIRI) 
• Hisanory Mishima、Yutaka Shimizu (JISC) 
• Alezia Brown、Eddie McGuire (SA) 
• Ronald Tse、Jim MacFie (SCC) 
• Johanna Naeslund、Carl-Niclas Odenbring (SIS) 
• Helge Olsen (SN) 
• Ruth Schneider (SNV) 
• Jappe van der Zwan (CPAG) 
• Mike Petosa (ITSAG) 
• Sophie Clivio (ISO/CS) 
• Stéphane Châtelet (ISO/CS) 



経緯
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会議 事例の紹介など

Meeting 1 (2018/12/13) Task outline to members

Meeting 2 (2019/1/24,25) TC154/WG5 ⾏政・商業・⼯業⽤書式及び記載項⽬
TC184/SC4 オートメーションシステム及びインテグレーション（産業データ）

Meeting 3 (3/1) RoadMap template
CEN-CENELEC TF Digital Content

Meeting 4 (5/7)

Meeting 5 (6/13,14) TC67 ⽯油、⽯油化学及び天然ガス⼯業⽤材料及び装置
TC59 構築物
TC184/SC5 オートメーションシステム及びインテグレーション

（アーキテクチャ、通信とフレームワーク）
TC171/SC2 ⽂書管理アプリケーション
TC211 地理情報
TC154/WG5 ⾏政・商業・⼯業⽤書式及び記載項⽬

Meeting 6 (9/24) TC211/AG7 地理情報
TC37 専⾨⽤語、⾔語、内容の情報資源

Meeting 7 (10/31,11/1) TC68 ⾦融サービス
まとめ



TMBからSAGに委任されたこと
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SAG（Strategic Advisory Group）に委任されたこと
１．機械可読規格のISO内で使⽤される明確な定義を作成。
２．ISOへの機械可読規格の導⼊と実装に関するロードマップを作成。

それらの規格の⼈間による解釈を含め、既存の国内および地域の取組み
を考慮する。

３．テキストベースから機械可読規格への変換の優先ISO規格をマッピング。
４．機械可読規格に関するISO TCのためのガイドラインを作成。

（実装とその⼈間の解釈を含む）
５．次のISO戦略計画へのインプットとして、機械可読規格の優先順位付けと

実装に関する共通の⾒解を作成。



成果１︓定義
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これまでのところ、様々なTCやWGで合意に⾄っていない。
したがって、ISO内で統⼀された⽤語の使⽤に取り組み、システム内で明確な
理解を確⽴する必要がある。検討の結果、次の結論とした。

１）全てのISO成果物は、⼈間を顧客としているため、⼈間が読める形式で
ある。

２）業界と利害関係者は、規格を実装し、
全ての規格の⼀貫した配信メカニズムを探している。
様々な種類のSDO（業界固有、会社固有）が既に業界の要求に応え、
規格⽂書を望ましい形式で、超⾼速に配信している。



成果１︓定義（つづき）
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３）ISOは、この種の「競争」に積極的に取り組み、主要な顧客が⼈間では
なく機械である新しいタイプの成果物を作成する必要がある。
新しいタイプの成果物を提供することは、
そのような規格を必要とする業界でISOをより競争⼒のあるものにする。

現在のタスクは、次のISO戦略に、これらの利害関係者を

ISO SMART
（Standard Machine Applicable，Readable，Transferable，⼈間の労⼒なしでシステムで動作する）

と呼ばれる新しい種類のISO製品で満たす⽅法を含めることである。



成果１︓定義（つづき）
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４）同時に、⼈間と機械に焦点を当てた規格は相互に排他的ではない。
機械中⼼の規格には通常、⼈間が読めるコンポーネントがある。

また、新製品は、コンセンサスに基づいた開発のルールに従う定義に
よって規格にする必要がある。

また、トピックはXML化だけではないことに注意。
現在のプロセスは公開⽤だが、機械可読性はドキュメントのライフ
サイクル全体に影響を与える。現在の⼿順との主な違いは次のとおり。
－ 新しいオーサリングツールとISOディレクティブの変更または修正が必要
－ 新製品の保守に関するTCの作業（バージョン管理）



成果２︓ロードマップ（それらの規格の⼈間による解釈を含む）
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ロードマップを作成するための課題は次のとおり。
・プロセス
・変更の理由
・⽂化の変化
・ガバナンス
・ビジネスモデル
・サイバーセキュリティ
・スキル
・デジタル著作権管理

ロードマップは「資料１」参照。



成果２︓ロードマップ概要
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2019後半 ISO SMARTのビジョン・将来設計（変更の必要性）
2020前半 ユースケース考案

利害関係者との調整
作業組織⽴ち上げ

2020後半 価値共有のためのデモ版、パンフレット、HPの作成
この変更に伴うトレーニングの開発

2021 ツールの開発・提供
現標準化プロセスによる制限の⾒直し

2022 業界によるISO SMART活⽤



成果３︓優先ISO規格

2019

11

機械で読み取り可能な規格の操作に関して、ISO内に既存の経験があることに注⽬。
・⼀部の機械可読コンテンツは、既存の公開⽂書に既に埋め込まれている。
・規範的なコンテンツを⽬的とした機械可読コンテンツを既に配信しているが、

電⼦挿⼊物としてのみ配信できるISO TCおよびSCがある。
・また、ISOプロジェクトの典型ではない規格の作成と提出にソフトウェア開発

アプローチを既に使⽤しているISO TCとSCもある。
ただし、現在この作業は実際にはシステム化されていない。
したがって、さらなる実態調査が必要となり、 2019年4⽉から２か⽉間の調査を実施。

調査の結果は、多くの業界がSMART規格を必要としていることを⽰している。
優先ISO規格（⼜はパイロットプロジェクト）に、次の業界を含めることにした。
・⽯油およびガス産業
・建設業
・航空宇宙産業



成果４︓機械可読規格に関するISO TCのための
ガイドライン（実装とその⼈間の解釈を含む）
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審議中審議中



成果５︓次のISO戦略計画への機械可読規格の
優先順位付けと実装に関する共通の⾒解
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審議中審議中



ご清聴ありがとうございました

お問い合わせ
⽇本規格協会グループ

国際標準化戦略ユニット
kokusai3@jsa.or.jp
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資料１︓ロードマップ 1/5
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資料１︓ロードマップ 2/5
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資料１︓ロードマップ 3/5
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資料１︓ロードマップ 4/5
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資料１︓ロードマップ 5/5
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資料２︓調査
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1 Basic data 
1.1 TC / SC number 
1.2 主な利害関係者を代表する産業（産業）
1.3 規格を実装する際に、業界での使⽤に関して重要な優先事項は何ですか︖

（要件、適合性評価、理解、コンプライアンスなど）

2 業界内のSMART規格の要求
2.1 あなたのTC / SCは、業界からSMART規格（機械に適⽤可能で、読み取り可能で、

譲渡可能な規格）の要求を受けたことがありますか︖
2.2 業界で規格を実装する場合、どのような⽅法論、データ形式、および技術が

使⽤されていますか︖
2.3 （PDFではなく）よりデータ中⼼の形式の規格を持つことは、業界のユーザーや

消費者にとって有⽤でしょうか︖
はいの場合、どのような形式ですか︖
いいえの場合、なぜですか︖



資料２︓調査（つづき）
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3 TC / SCでのSMART規格の経験
3.1 TC / SCは、（PDFよりも）データ中⼼の形式でドキュメントを作成したことが

ありますか︖ はいの場合、どのような形式ですか︖ 例を挙げていただけますか︖
3.2 ISO内でSMART規格を使⽤した経験を共有しませんか︖
3.3 TC / SC内に、SMART規格（データベース規格、コードコンポーネントを含む規格など）

に変換される可能性のある既存の規格がありますか︖
はいの場合、この規格のリストを添付ファイルとして提供してください。



資料２︓調査結果 1/4
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2.1 業界からSMART規格（機械に適⽤可能で、読み取り可能で、
譲渡可能な規格）の要求を受けたことがありますか︖



資料２︓調査結果 2/4
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2.3（PDFではなく）よりデータ中⼼の形式の規格を持つことは、
業界のユーザーや消費者にとって有⽤でしょうか︖
はいの場合、どのような形式ですか︖
いいえの場合、なぜですか︖



資料２︓調査結果 3/4
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3.1 （PDFよりも）データ中⼼の形式でドキュメントを
作成したことがありますか︖
はいの場合、どのような形式ですか︖
例を挙げていただけますか︖



資料２︓調査結果 4/4
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3.3 SMART規格（データベース規格、コードコンポーネントを含む
規格など）に変換される可能性のある既存の規格がありますか︖
はいの場合、
この規格のリストを添付ファイルとして提供してください。



以上
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